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法政大学出版局　2016年7月下旬配本　定価3672円（本体3400円＋税） 四六判上製・290頁
バーバラ・ジョンソン 著／土田 知則 訳 《叢書・ウニベルシタス1046》

批評的差異 読むことの現代的修辞に関する試論集 ISBN978-4-588-01046-0 C1310

★ 　脱構築批評の最も魅力的な実践として名高いバーバラ・ジョンソン（1947-2009年）の代表作が、30年の時を越えて
待望の完訳！　バルト、マラルメ、デリダなどの難解な著作を扱いながら、明晰にしてスリリングな思考が躍動する本
書は、イェール学派が生んだ若き知性にのみ達成しえた輝きに満ちている。ジョンソンの師であるポール・ド・マン研究
の第一人者による達意の訳文によって、世界に衝撃を与えた書物がついに全貌をあらわす。 【哲学・思想】

☆関連書：巽孝之『盗まれた廃墟――ポール・ド・マンのアメリカ』（彩流社）。

法政大学出版局　2016年7月22日配本　定価3672円（本体3400円＋税） A5判並製・414頁
鹿島 徹、越門 勝彦、川口 茂雄 編 

リクール読本  ISBN978-4-588-15078-4 C1010

★ 20世紀後半の哲学界にあって、実存哲学や精神分析、構造主義や分析哲学との幅広い思想的交渉を保ちつつ、
他に類を見ない独自の地歩を築いたポール・リクール。歴史＝物語の解釈学で知られる第一級の哲学者が残した
膨大な仕事をテーマごとに掘り下げ、その驚くべき多面性を一望のもとに概観する、最高の執筆陣による本邦初の
読本。主要著作解題とキーワード解説、略年譜も付す。 【哲学・思想】

☆好評既刊：『ハイデガー読本』（3刷）、『続・ハイデガー読本』『サルトル読本』とともに展開ください！

法政大学出版局　2016年7月22日配本　定価3240円（本体3000円＋税） 四六判上製・256頁
 権赫泰 著／鄭栄桓 訳 《サピエンティア45》

平和なき「平和主義」 戦後日本の思想と運動 ISBN978-4-588-60345-7 C1320

★★ 「唯一の被爆国」として日本は戦後70年ものあいだ平和を守ってきたとされるが、ほんとうにそうなのだろうか。朝
鮮戦争、ベトナム反戦運動、日米安保や原発の問題などを取り上げ、アジア諸国や国内における他者と関わるうえ
で丸山眞男をはじめ日本人が何と向き合ってこなかったのか、韓国人研究者が考察する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【日本現代史・日本思想】
☆関連書：和田春樹『「平和国家」の誕生』（岩波書店）、白永瑞『共生への道と核心現場』（小局刊）など。

法政大学出版局　2016年7月25日配本　予価4752円（本体4400円＋税） 四六判上製・430頁
白永瑞 著／趙慶喜 監訳／中島隆博 解説 《サピエンティア46》

共生への道と核心現場 実践課題としての東アジア ISBN978-4-588-60346-4 C1320

★ 　「ポスト東アジア」の論客としても著名な著者の本邦初の単著。「核心現場」とは、沖縄、朝鮮半島、台湾のように歴史
的矛盾が凝縮された「分断」の場所であるとともに、構造的差別において日常生活で苦しみのある現場のすべてを指
す。東アジアの分断構造を解体し、和解を導くために「共感と批評としての歴史学」を提唱、あらゆる現場の生きる人々
の苦しみを受けとめて、理論的かつ実践的な共生への道を提示する。 【哲学・歴史】

☆関連書：白永瑞／孫歌／陳光興 共編『ポスト〈東アジア〉』（作品社）、鄭栄桓『朝鮮独立への隘路』（小局刊）など。


